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【空港事務所】 【航空交通管制部】
運用時間 提供業務 定　員 運用時間 提供業務 定　員

釧路(事) 13時間 飛 8 札幌（管） 24時間 路 90

函館（事） 13時間 飛・タ 18 東京（管） 24時間 路 335

仙台（事） 14時間 飛・タ 28 福岡（管） 24時間 路 172

成田（事） 24時間 飛 60 航空交通管理センター 24時間 路 155

東京（事）　飛行場管制所 24時間 飛 81 那覇（管） 24時間 路 73

東京（事）　ターミナル管制所 24時間 タ 140 825

新潟（事） 13時間 飛・タ 18

中部（事） 24時間 飛・タ 83 【空港出張所】
大阪（事） 14時間 飛 26 運用時間 提供業務 定　員

八尾（事） 11.5時間 飛 9 女満別（出） 13時間 飛 8

関西（事） 24時間 飛・タ 145 旭川（出） 13時間 飛 8

広島（事） 14時間 飛・タ 18 帯広（出） 13時間 飛 8

高松（事） 14時間 飛 22 青森（出） 14時間 飛 8

松山（事） 14時間 飛 9 富山（出） 14.5時間 飛 8

高知（事） 14時間 飛 8 神戸(出) 15時間 飛 8

北九州（事） 24時間 飛 15 岡山（出） 14.5時間 飛 8

福岡（事） 24時間 飛・タ 66 下地島（出） 11.5時間 飛 6

長崎（事） 15時間 飛・タ 27 石垣（出） 13時間 飛 8

熊本（事） 14時間 飛・タ 25 70

大分（事） 14時間 飛・タ 21

宮崎（事） 14時間 飛・タ 29 【空港・航空路監視レーダー事務所】
鹿児島（事） 14時間 飛・タ 34 運用時間 提供業務 定　員

那覇（事） 飛行場・着陸誘導管制所 24時間 飛・着 49 秋田（空・レ） 14.5時間 飛 8

那覇（事）　那覇ターミナル管制所 24時間 タ 53 宮古（空・レ） 13時間 飛 8

那覇（事）　先島ターミナル管制所 13.5時間 タ 13 16

1,005

※提供業務　飛：飛行場管制業務、　タ：進入及びターミナル・レーダー管制業務、　着：着陸誘導管制業務、路：航空路管制業務 合計 : 1,916

計

計

計

官　　署

計

官　　署

官　　署

官署別航空管制官配置状況（H23.7.1現在）

官　　署



航空管制官の勤務時間について（２４時間運用官署の例） 
                         

0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 24:00

                           

                                                     

  

  

 公務員の一般的な勤務 ８：３０～１７：１５（７：４５）  

  

                                                                                                                                 

第１日目 早番 ７：００～１５：１５（７：４５）

基
本
パ
タ
ー
ン

第１日目 早番 ７：００～１５：１５（７：４５） 

 

第２日目 遅番 １３：００～２１：１５（７：４５）  

 

第３日目 夜勤 １５：１５～２４：００（７：４５）  

 

第４日目 夜勤明け ００：００～８：１５（７：４５）  

 

第５日目 公休  

 

第６日目 公休  

                                                                                                                             

                                                                                                                                 

第１日目 早番 ７：００～１５：１５（７：４５）  

 

調
整
パ
タ
ー
ン
１ 

第２日目 遅番 １３：００～２１：１５（７：４５）  

 

第３日目 遅番 １３：３０～２１：４５（７：４５）  

 

第４日目 公休  

 

第５日目 公休  

第６日目 早番 ７：３０～１５：４５（７：４５）  

                                                                                                                             

                                                                                                                                 

第１日目 早番 ７：００～１５：１５（７：４５）  

 

第２日目 遅番 １３：００～２１：１５（７：４５）  

調
整
パ
タ
ー
ン
２ 

第３日目 夜勤 １５：１５～２４：００（７：４５）  

 

第４日目 夜勤明け ００：００～８：１５（７：４５）  

 

第５日目 公休  

 

第６日目 昼番 ９：００～１７：１５（７：４５）  

                                                                                                                             

※６日間を１ラウンドとして勤務パターンを構成する。基本パターンは早番、遅番、夜勤、夜勤明けであり、その後２日間の公
休が入る。夜勤と夜勤明けは連続した勤務。基本的には「基本パターン」を繰り返すが、夜勤を遅番、早番（交通量の多い時
間帯）に置き換える「調整パターン１」や、合計勤務時間を昼番勤務の追加で調整する「調整パターン２」などがあり、２１ラウ
ンド（１２６日１８週）でパターンが一巡する。公休は１８週で３６休。



航空管制官のキャリアパスについて 

経
験

（航空管制官としての総合的技量の錬成、組織・行政能力の向上） 
先
任

●先任航空管制官： 

航空管制官の所掌に属する事務を
統括する（管理職）。 

・

能
力 

上級航空管制官研修 

任
・
次
席

  ●次席航空管制官： 

先任航空管制官を補佐し 運用
訓練教官研修 

中級航空管制官研修 

主
幹

 

先任航空管制官を補佐し、運用
チームを統括する（管理職）。 

初級航空管制官研修 

訓練監督者研修

主
任

 

●主幹航空管制官： 

次席航空管制官を補佐し、航空管
制業務の運用面全般について取り
仕切るチームリーダー。（業務経験
１６年以上）訓練監督者研修  航空保安大学校 

岩沼研修ｾﾝﾀｰ 

各管制機関 航空路ﾚｰﾀﾞｰ管制 
専門研修  ●主任航空管制官：

１６年以上）

ﾀｰﾐﾅﾙﾚｰﾀﾞｰ管制 
専門研修 

基礎研修 
（１年間） 

航空管制業務が円滑に行われるよ
う主幹航空管制官を補佐する。（業
務経験１０年以上。） 

年齢 採
用 

３０歳  ４０歳  ５０歳  ６０歳 
●航空管制官 



航空管制官の資格試験制度 

航空保安大学校 

空港  管制部 
採用後 1年間の研修が行われる。

基礎研修 
座学 タ実

研修期間中に９パーツ、航空無線通信士の資格を取得 

飛行場管制 
ターミナル・レーダー 

管制

配属後空港ごとに技能証明を実施 

航空路管制 

配属後管制部ごとに技能証明を実施 
異
動
（新
た

座学 
・航空法 
・航空管制論 
・気象 
・航空機概論

シミュレータ実習

・飛行場管制 
・進入管制 
・航空路管制 
・レーダー管制

       管制

専門研修 

座学 
・空港等の概要 

専門研修 

座学 
・管制空域の範囲 

専門研修 
座学 
・航空路の交通特性  
航空路管制空域

セクターA セクターB 

た
な
技
能
証
明

専門研修 
座学 
・航空路交通特性  
航空路管制空域

現
場
配
属 

航空機概論
など 

レ ダ 管制
など 

基礎試験

航空無線通信士資格 

・航空交通管制圏 
・航空交通特性 
・航空保安施設 

など 

OJT 
・飛行場管制方式

・航空交通特性
・レーダー機器 
・航空路の概要 
        など 

OJT 
・レーダー管制方式

・航空路管制空域
・航空路管制方式 
・ 航空交通管理 
         など 

OJT 
・航空路管制方式 

路 務

明
が
必
要
） 

・航空路管制空域 
        など 

OJT 
・航空路管制方式 

基礎試験
９パーツ（ICAOで定められた必要要件）を取得 

・国内航空法          ・国際航空法 
飛行場及び進入管制 航空路管制方式

学科 

・飛行場管制方式
・飛行場管制業務 
 用の機器の操作 
・関係機関との調整 

など 

・レ ダ 管制方式
・レーダー管制業務 
 用の機器の操作 
・関係機関との調整 

など 

・航空路管制業務
 用の機器の操作 
・関係機関との調整 
         など 

・関係機関との 
        調整 
        など 

・飛行場及び進入管制    ・航空路管制方式
・ターミナル・レーダー管制 ・航空保安施設の概要 
・ 航空航法  ・ 航空気象  ・航空機概論 

実技 
・飛行場及び進入管制    ・航空路管制 
タ ダ 管制

飛行場管制 
技能試験 

ターミナル・レーダー管制 
技能試験 

技能証明の取得 

航空路管制
技能試験 

航空路管制
技能試験 

技能証明の取得 
・ターミナル・レーダー管制  
・航空管制に使用する英語  全ての技能証明取得までの期間は管制部

により異なり、２年～３年半程度 
  全ての技能証明取得までの期間は空港

により異なり６ヶ月～３年半程度 

＊技能証明とは、空港ごと、又は、管制部ごとに取得が必要となる資格証明のことであり、さらに、空港にあっては飛行場管制/ターミナル・レーダー管制の業務別に、管制部にあって
は担当空域別に、それぞれ取得が必要である。 



航空管制官の異動の例 

年令 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 

Ａ管制官 
                                                                                  

                 

         空港              本省係員         地方局係員         管制部     本省係長       管制部         地方局調査官    本省調査官    保安大科長  本省課長補佐  管制部先任   空港長        本省課長       空港長      管制部長 

Ｂ管制官 
                 

                                                                                  

   管制部       管制部                              管制部     本省係長                   管制部            本省専門官    管制部    本省調査官     管制部次席  本省課長補佐  管制部先任      本省室長     本省課長     本省幹部 

C管制官 
                                                                          

                                                                          

                          空港                          空港                                   空港主幹          管制部主幹      空港次席   空港先任 

D管制官 
                                                                              

                                                                              

                                   管制部               空港  管制部    空港      空港主幹 管制部主幹              空港主幹      管制部主幹                  空港主幹   

E管制官 
                                                                          

                                                                          

 管制部 

     管制部      空港      企画部門      管理職 

                



↓ レーダー管制席のレーダー画面の表示 レーダー調整席の電子運航表の表示 ↓

航空交通管制部における管制室の業務環境 

↓ レ ダ 管制席のレ ダ 画面の表示  レ ダ 調整席の電子運航表の表示 ↓ 
↓ 以前の管制室 

薄暗かった管制室は、平成２０年から順次最新の管制機器に更新さ

 現在の管制室 （東京航空交通管制部） 

薄暗 管 、 順 最新 管 機 更新
れ、表示装置が液晶となったため部屋の照度は一般的な執務室と同
程度となった。 

↑ 広く天井高もある管制室だが、窓はなく外部環境とは遮断されている。 



管制塔最上階の管制室

空港における管制塔とレーダー室の業務環境 

管制塔最上階の管制室 

管制室内から空港全体を見渡せるよう３６０°ガラス張りとなっている

現在のレーダー室 以前のレーダー室 

管制室内から空港全体を見渡せるよう３６０ ガラス張りとなっている。

薄暗か たレ ダ 室は 平成１６年から順次最新の管制機器に薄暗かったレーダー室は、平成１６年から順次最新の管制機器に
更新されており、表示装置が液晶となったため、室内の照度は一般
的な執務室と同程度となった。 

レーダー室内に窓はなく外部環境とは遮断されている 



各管制席の業務（航空路管制業務） 

レーダー調整席 
“立体交差点”を

データ計算席
立体交差点 を

安全かつ効率的
に通過できるよう
に他の管制機関
等と連絡調整を

デ タ計算席

管制機器の
データ入力等、
他の管制席を

補助する。

ダ 管制席

等と連絡調整を
行う。 

 

補助する。

航空交通管制部

レーダー管制席 
“立体交差点”に
向けて飛行する
パイロットに対し、 航空交通管制部

運用室 
旋回、上昇降下、
増減速等の管制
指示を発出する。 



各管制席の業務（飛行場管制業務） 

飛行場管制席 
離陸・着陸許可を
発出する。 
 

地上管制席 
誘導路の走行経
路を指示する。 
 

管制承認伝達席 
航空交通管制部から
受領した飛行計画の
承認をパイロットに

データ計算席 
他の管制機関等と調
整を行う。 
 

伝達する。
 

管制塔 



入域管制席 捜索管制席 出域管制席

各管制席の業務（ターミナル・レーダー管制業務） 

入域管制席 
捜索管制席から
移管された航空
機を最終進入コー
スまで誘導する。

捜索管制席
着陸順位付け（シー
ケンシング）と整流
（スペーシング）を行
い、入域管制席に移
管する

調整席 
他の管制機関等
と調整を行う。 

出域管制席
離陸した航空機
を航空路まで誘
導し、航空交通
管制部に移管す
る

スまで誘導する。 
管する。 る。

到着機担当 出発機担当 着機

羽 田 空 港 

羽田空港上空の混雑状況 

レーダー室 



海外の航空管制官の服装規程について 
 

＊本調査は外国管制機関の担当者にメールで問い合わせた結果等によるものであり、各国の公式回答を得たものではない。 

海外の管制官の服装規程について調査を行ったところ、現時点において、以下の 10 カ国について情報を得ているところ。このうち、韓国、タイ、フィリピンの

３カ国では、一部の職員に制服を支給しているとのことであった。また制服がない国については、カジュアルなスタイルでの勤務も許されているところもある。 

 
制服がない国 
 

服装規程がある 

○シンガポール 
管制官の服装は「襟のないシャツは不可」と規定されている。Tシャツを着る

場合にはジャケットの着用が義務づけられている。ジーンズは可である。 

 

○ロシア 
制服はない。服装規程により勤務時の服装は規定されている。 

 

 

服装規程がない 

○米国 
2006 年の管制官雇用契約更新に際し、「ビジネス・カジュアル」として服装規

程が制定された。しかし 2009 年に雇用契約が更新された際に服装規程は廃止、

現在も服装規程はない。実態として、Tシャツ等の軽装で勤務する管制官もいる。

 

○香港 
制服もなく服装規程もない。Tシャツ、ジーンズ、ポロシャツも可である。 

 

○インドネシア 
現場での管制を行っている国営企業の管制官への制服の支給はない。また服装

規程もない。 

 

○台湾 
制服もなく服装規程もない。服装はカジュアルだが、短パンとスリッパについ

ては現場において自粛されている。 

 

○オーストラリア 
制服もなく服装規定もない。現在服装規定の策定を検討中である。 

制服がある国 
 
○韓国 
SRAA（Seoul Regional Aviation Administration：ソウル地域航空局）は

2008 年に、管制官の団結心やプライドの向上を目的として管制官に制服を支

給した。SRAA の管制官は原則として、官執時間帯（平日）には当該制服の着

用を義務づけている。ただし、管制官への制服支給は SRAA が管轄する空港

のみであり、BRAA（釜山地域航空局）が管轄する空港や管制部では行われて

はいない。また SRAA でも官執時間帯以外についての服装規程は特にない。 

 
○タイ 
制服が支給される。支払われる給料の額によって異なる肩章がついている。

なお管理職には制服は支給されず、スーツでの勤務となる。制服は月曜日に

着用が求められている。それ以外の日は制服の着用は原則として求められ

ず、別途、服装規程が設けられているが、カジュアルな服（ポロシャツ等）

でも可。 

 
○フィリピン 
制服は女性管制官のみに支給されている。上はジャケットおよび半袖開襟

シャツで曜日によって異なる色が指定される。また下についてはパープル色

のスカート又はパンツのどちらかを着用する。男性管制官には、制服は支給

されず、航空庁職員全員に適用される服装規程が設けられている。 

 

 

 


